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要 旨
雑種成熟イヌ 64例を用いて神経切除変性実験を行ない，福山の扇形細裂標本法により左の
星状神経節に出入する有髄神経線維の動向を調べ，次の成績を得た。 
l. 星状神経節への輸入線維総量は 4478，.6251あり，そのうち 66%，.67%は前根系交感神
経線維で， 34%，.33%が後根系求心性線維である。 
2. 星状神経節の輸出線維総量は 4461，.5295あり，そのうち 61%，.68%は前根系交感神経
線維で， 39%""， 32 %は後根系求心性線維で、ある。 
3. 脊髄神経前根に由来し，交感神経幹(星状神経節など)でノイロンを交替せずに心臓，
胸大動脈，鎖骨下動脈などに達する直達性交感性節前有髄線維を証明した。 
4. 星状神経節に進入する前根系輸入線維のうち，上位線維群 (C 218，.191%起源)は3-T，
%に増量して星状神経節を出るが，下位線維群 (T 起源)は 36%，.30%に減量して該節12-T，
を出る。また後根系輸入線維では， 上位線維群は星状神経節を出る時 248%，.， 127%に増量す
るが，下位線維群は 46%，.，35%に減量する。 
5. 星状神経節における前根および後根線維の増量は，神経線維の分岐が原因である。 
6. 星状神経節における後根系下位線維群の減量は，星状神経節における神経線維の無髄化
と後根系線維から分かれた根線維が交感性節後ノイロンとシナプスを作り終るためと考える。
後根由来の求心性3-TSC星状神経節または椎骨神経から分かれて頚長筋に至る筋枝に， 7. 
線維を証明した。 
8. 交感性節後有髄線維の存在を実証した。この種線維は星状神経節に入る交感性節前線維
の約 13%にあたる。 
Keywords: 福山の扇形細裂標本，神経切除変性実験，有髄神経線維の分岐，知覚性有髄線維
の無髄化，交感性節後有髄線維
略語一覧:	 Sm : small-sized fiber (小径線維) Md: medium-sized fiber (中径線維) 
Lg: large-sized fiber (大径線維) 
DSm: degenerated small-sized fiber (変性小径線維) 
DMd: degenerated medium-sized fiber (変性中径線維) 
DLg: degenerated large-sized五ber(変性大径線維)
過去および現在における手術の失敗の原因は主に解剖学
緒
言
的知見の不足と生理の無視にあるとし，自律神経外科の
1954年 Samuels1)は自律神経外科を統計的に研究し， 治療効果をあげるためには自律神経の解剖学を悉知する 
骨千葉大学大学院医学研究科生理系解剖学 (1)
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ことが必要であると強調した。 1940年頃から Kuntz2)， 
Goetz3)，Lowenberg and Morton4)および Saccoman-
n05) らの研究によって自律神経外科に関する解剖学は
かなり進歩したとはいえ，まだその知見は貧困の域を脱
していない。福山6) とその一派はこれらの点に着目し，
変性実験により自律神経系を構成する自律神経線維およ
ひ守知覚神経線維の起源や末梢における分布状態を追及し
てきた。
星状神経節(以下星状節と称す)摘出術はいろいろな
治療目的に採用されている。たとえば狭心症の除痛の
他， レイノ一民病やカウザルギーなどに対して星状節を
除去することにより血管を拡げ，局所に充血をおこして
| 
るのではあるまいか。星状節の根枝については福山とそ
治療の目的を達する方法が試みられている。ところがこ
れらの手術も無効に終る例が少なくない。この失敗の原
因も Samuelsりが言うごとく解剖学的知見の不足によ
ト 
の一派が肉眼解剖学的ならびに実験組織学的に，勢力
的な研究を行なってきた。たとえば Fukuyama and 
Yabuki7)は星状節の根に該当する椎骨神経および交通
枝について，また星状節から出る心臓枝については伊
藤へ肺枝については嶋田ペ胸大動脈神経については
天海10)の研究があり，さらに鎖骨下ワナについては伊藤
ら11)のすぐれた研究がある。
しかしこれらの研究は主に内臓，血管などを支配する
神経を構成する有髄神経維線(以下単に線維と称するこ
とあり)の起源と量を調べたものであって，これらの線
維が星状節を通過する際に，形態的，量的にどのように
変化するかについては論及していない。それで著者はこ
れらのことを，変性実験法を用いて総合的，系統的に研
究した。 
中 一 口
行犬
実験材料と実験方法
実験に使用した材料は成熟した雑種のイヌ 64例(左
側)で，使用区分は次の通りであるo
実験1. 脊髄神経前根の切除 29例 (No. 1--29) 
実験 2. 脊髄tlJI経節の摘出 31例 (No.30-60)
実験 3. 星状神経節の摘出 2例 (No.61，62) 
実験 4. 星状神経節直下の節開校 (T3) および交通校 
(T1-T3) の同時切除 I例 (No.63)
実験 5. 節開校 (T3)，交通枝 (T1-T3)，迷走交感神
経幹の同時切除 l例 (No.64)
神経切除の術式は後で説明するが，いずれの実験の場
合も手術を行なった動物は術後 1週間生存させたのち，
大腿動脈を切って放血死せしめる。そして検索に必要な
神経を約 2cmの長さ採取し， 福山7)の扇形細裂標本を
作る。すなわち，まず神経片のまわりを包む結合組織を
除去して 0.3%のオスミウム酸に入れ， 340Cの恒温器で 
24時間固定染色する。かくして黒染した神経片を水洗
後，グリセリンを満たした小び、んに入れて保存する。次
に必要に応じて神経片を取り出し，スライドグラスにの
せ，グリセリンを滴下し，双眼実体顕微鏡下で両手に持
った 2本の解剖針で丹念に細裂する。その際神経片の一
端は裂かず，他の一端だけを細裂して，末広型に拡がっ
たいわゆる扇形細裂標本を作り，それを鏡検するのであ
る。
福山7)は有髄神経線維を太さ，髄鞘の厚さ，オスミウ
ム酸の染色性などにより，小径・中径・大径・最大径の 
4種類に区分した。著者も概ねその分類に従ったが，こ
の研究に関する神経には大径・最大径線維は非常に少い
ので，両者を大径線維として一括し，小径・中径・大径
の3種類とした(表 1)。また表に示すように髄鞘の変 
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H艮観察を行なったo
下顕神経節および星状節の定義については研究者の聞
にかなり混乱があるが，著者は VanDen Broekl2J ら
に従い，交通校をもって第 8頚神経 (C8) に連結するも
のを下頚神経節，第 l胸神経 (T，)と連結するものを第 
l胸神経節とし， これら両者がひとつに融合していれ 
ば，それを星状節と命名した。 
e o
2)交通枝の連結状態(表 1. 
CCCT 
Soo
し，C8交通枝は直接星状節と結ぶ例が多く， 椎骨神経 
C Tから までの交通枝は常に存在するが，それらの5 3
C C交通枝は例連結する対象は高さにより異なる。 ， 65， ・
C外なく椎骨神経に連絡していた。 交通枝は多くの場7
合惟骨神経と連絡し， まれに星状節と連絡するのに反
と結ぶ例はまれであった。 
T" T2交通枝は常に星状節と連絡し，T3交通校もこ
の型が多いが， たまに星状節から分離独立した Tg神経
節に結合している例もあった。 
司 
3)星状節および中頭神経節の枝(表 1. 
これらの枝は一般に細く，しかも神経節から起始した
Tab1e 2. Communicating status of Ramus communicans. 
R…commMeansn一ed一一一一J! C5 C6 C 7 C8 T 1 T" T 3 
Number of cases exami 12 
Number of cases in which Ramus communi- 12 cans is present 
Number of cases of R. N. vertebralis 12 
cornmuicans which is Ggl.stellatum 
communicated with: independent Ggl.T 3 
14 15 16 13 10 10 
14 15 16 13 10 10 
14 12 4 
3 12 13 10 8 
2 
Fig. 1.• Schematic drawing of the Truncus 
sympathicus near the stellate ganglion. 
性産物たる頼粒の形態によって，変性有髄線維にも小径
.中径・大径線維の基準をもうけた。
結 果
肉眼解音IJ学的所見 
本研究は星状節に出入する有髄神経線維を実験組織学
的に解析するのが主な目的であるが，正しい成績を得る
ために，星状節およびそれと関連をもっ神経について肉 
後，間もなく分岐し，あるいは他と吻合する。 
1) 中心臓神経は観察した 28例のすべてに認められ
た。本枝は中頚神経節(以下，中頚節と称す)からおこ
り心臓神経叢に向かうが，発育の強弱，数は不定で，多
くの場合，浅・深の 2枝に区別され，浅枝は大動脈弓の
前壁，深枝はその後墜にある心臓神経叢の形成に参加し
ている。 
2) 下心臓神経は 28例中 23例に認められた。星状節
から起始するもの 20例の他，鎖骨下ワナ前脚からおこ
るもの 3例であったo 
3) 鎖骨下動脈枝は 26例中 25例に存在した。星状節
より起始するものが最も多く 16例あり，中頚節より起
始するもの 3例，星状節と中頚節の両方から起始するも
の6例であった。
4) 頚長筋枝は 13例中 10例に確認された。普通星状 
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Tab1e 3. Branches from Ggl.stellatum，Ggl.cervicale medium. 

ー土口
Number OriginNumber of cases 
Branches of cases in which Ggel•. Ansa G.C.M. N. R. com・'examined nerves are G. C.恥1. st sub- and stel- verteb. mun. C 7present latum clavia latum 
N. cardiacus medius 28 28 28 
N. cardiacus inferior 28 23 20 3 
Ramus subclavius 26 25 3 16 6 
Branches to the Longus 13 10 3 6 
colli 
節(3例)およびその上方に続く推骨神経 (6例)から
起始するが，交通枝 (C7)から起始するものも l例あっ
た。
以上のほか，星状節は胸大動脈の起始部にも細枝を送
っている。著者が大動脈技と呼ぶものは星状節から起こ
り胸大動脈の上部(胸推の T4-T6間)に分布する枝を
意味し，胸神経節から起こり胸大動脈の全長に分布する
天海'0)の胸大動脈神経とか，迷走神経から分かれて大動
脈弓に分布するいわゆる大動脈神経(または減圧神経)
とは異なるものである。
神経切除変性実験
星状節に出入する有髄神経線維の量，ならびにそれら
の起源を明らかにするために，脊髄神経の前根および後
根の脊髄神経節の切除による変性実験を行なった。その
術式はつぎの通りである。
動物にエーテノレの気管内全身麻酔を施す。つぎに背面
正中線に沿って皮膚を切開し，背筋を排除して，左側椎
弓板のほぼ中央にドリノレで孔をあけ，硬膜を切開して，
脊髄神経の前根，あるいは後根の脊髄神経節を切除する
(以下単に前根，後根切除と称す)。その際目的とする神
経以外は絶対に損傷せぬよう細心の注意が必要である。
術後 1週間目に，動物を大腿動脈から放血死せしめ，目
的の根が正確に切除されているのを確認したのち，各部
から所要の神経片を採取し，すでに述べた方法で扇形細
裂標本にする。
なお以下所見を述べるにあたり，しばしば星状節の輸
入線維あるいは輸出線維なる言葉を使用するが，その定
義は次の基準によった。 
1) C4-T3の交通枝の線維について
この範囲の脊髄神経の前根または後根神経節を切除し
た時，それと同じ高さの交通枝に生ずる変性線維は，星
状節への輸入線維である(前根系交感性節前線維，ある
いは後根系求心性線維)(表 4，5の①)。 
G. C. M.: Ganglioll cervicale medium 
2) 星状節直下の交感神経幹の線維について
この部位は多くの場合 T3節間枝と考えてよい。根切
除によりここに生ずる変性線維には 2種類ある。すなわ
ち T4-T'3までの根切除により生ずる変性線維は胸部交
感神経幹を上行して星状節に入る輸入線維である(表 4， 
5の② T4-T'3)。一方丸一T3の根切除でここに生ずる
変性線維は，逆に星状節を通過してその下方に続く交感
神経幹に下行する線維であるから，星状節の輸出線維で
ある(表 4， 5の② C4-T3)。 
3) 鎖骨下ワナの線維について
根切除によりここに生ずる変性線維は前根または後根
に由来し，星状節を通過して鎖骨下ワナを上行する線維
であるから，星状節の輸出線維である(表 4，5の③)0 
4) 諸内臓枝の線維について
根切除により下心臓神経，大動脈枝，鎖骨下動脈枝，
頚長筋枝などに発現する変性線維は星状節の輸出線維で
ある(表 4，5の④)。 
本実験により変性する線維は，それが前根に由来する
ものと認め，前根線維と称する。 
a) 星状節への輸入線維 
C4-T3の前根を切除して，それぞれの高さの交通枝に
起こる変性線維の量(表 4の①)と，T4-T'2の前根を
切除して星状節直下の交感神経幹 (T3) に起こる変性線
維の量(表 4の②下半)を合わせたものが星状節に進
入する輸入線維である。実験成績は実験第 l群が 2944 
(1064+ 1880)，実験第 2群が 4176(1252+2924)で，
両群とも T，-Tgの前根に由来する線維が多い。 
b) 星状節からの輸出線維 
C4-T3前根切除により星状節直下の交感神経幹に生
ずる変性線維(表 4の②上半)は星状節からでる下行性
輸出線維であるが，その量は 117(第 l群) "，， 287 (第 2
群) である。 しかもこれらの線維はすべて胸神経由来
4) 前根切除実験(表 1. 
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Table 4. Degeneration of myelinated nerve fibers in the nerves inflowing to or olltflowing 
from Ggl.stellatllm after resection of the ventral root. (No. 1-29) 
Grollp 
Resected 
ventral 
root 
R. com・ 
nl11nlcans 
① 
Trllnc lS sym pa thicllS 
GJ. ust below Ansa 
stellatum subclavia 
② ③ 
Branches from GgL stellatum ④ 
N. card. R. R. 
inferior aortlcus subclav. Total 
C C C 7 
C s 
T， 
T 2 
T 3 
Subtotal 
。 
6 
447 
399 
212 
1064 
。 8。 821 
15 647 
102 429 
117 1905 
2 3 5 
10 10 
12 3 15 
T 4 
T" 
T 6 
T 7 
T 8 
T 9 
T，o 
T 
" 
・T I2
Subtotal 
516 315 
557 300 
343 40 
253 14 
71 4 
118 3 
22 。。 
1880 676 
5 5 
5 5 
1997 2581 12 3 5 20 
C 8 
T， 
T. 
T 3 
Subtotal 
。 
117 
569 
506 
1252 
。 613 
7 993 
280 795 
287 2401 
4 1 15 
16 12 28 
20 1 12 43 
2 
T 4 
T 5 
T 6 
T 7 
T s 
T 9 
T，o 
T 
" 
Subtotal 
979 497 
294 83 
571 210 
301 50 
469 6 
179 。 
90 。 
41 。 
2924 846 
13 3 16 
14 3 17 
3211 3247 34 1 15 60 
Inflowing fibers to Ggl.stellatum are shown in rectangles; others are outftowing from it. 
で，頚神経よりくるものはない。つぎに仏-T12頚胸神 34，大動脈枝が 3---11鎖骨下動脈校が 5---15で， これ
経前根切除により鎖骨下ワナに生ずる変性線維の総量は らを合計しでも 20---60に過ぎず， しかも上部の胸神経
2581"， 3247である(表 4の③)。また CCTI2の前根を 前根由来の線維がほとんどである(表 4の④)。
切除すると頚胸部の内臓や器官に分布する神経枝にわず 以上述べた前根系の輸入線維量と輸出線維量をそれぞ
かながら変性線維を生ずる。その量は下心臓神経が12--- れ合計し，両者を対比させるとつぎのようになる。
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owing日out1' bersil the nerves inf10wing to 0	日Degeneration of myelinated nerve Table 5. 
from Ggl. stellatum after resection of the spinal ganglion. (No. 30-60) 
Truncus sympathicus I Branches from Ggl. stellatum ④
R esectea d I RK. com-
Group I spi~l.al mun~ans I)usLt l?e~ow lA~lsa IN. card. R. R. toT 
ganglion ① G.Stellat111n S11klavia r . Longus1 .rC-a 1 t1 b 1・ Totald点、)①丘、 	  aOrtlCu SUDC iav.col1is 1' nlt:1'10
C	 -I-C6 t t 0 
C7 t t 7 t t 0 2 1 1 2 4 
Co t t 6 t t 1 2 4 4 
T， t t 176 t t 1 325 11 11 
T2 t t 175 I I 7 344 I 4 5 10 2 21 
T 3 t t 150 t t 87 416 t 37 5 4 2 48 
Subtotal I I 514 I I 96 1089 42 11 16 19 88 
T" ¥ ¥ t 368 ¥ 364 ¥ 8 1 9 
1 T 5 t 126 34 8 1 9t 
T 178 46 1 1 	 2(i	 t 
T 7 	 I 217 4 1t 
T 8 	 I 49 I 1t 
Tg I I 47 I 0 

T， 31 0
o I 

T 4 I 0 

" 
TI2・T13 I I 0 
Subtotal I 1 1020 1 449 I 1 18 2 21 
TOTAL I 	 1116 1538 
C7・C8 I I 0 
T， I I 144 I I 0 176 I 3 3 
T2 I I 327 I I 3 416 41 2 2 45 
T 3 I I 588 I I 56 622 11 9 20 
Subtotal I I 1059 I I 59 1214 44 13 11 68 
T f I I 189 t 149 3 1 4 
T 5 I I 545 I 166 1 
2 I T I I I 166 I 336 
T 7 37 I 1 

T8 71 I 6 

Tg I I 2 I 0 

T， I 0
o 

T I 6 I 0 

" 
Subtotal I I I 1016 I 355 4 	 1 5 
TOTAL I 	 1075 1569 
輸入線維 輸出線維 ない。

実験第 l群 2944 一→ 2718
 
実験第 2群 4176 一一→ 3594 1 後根脊髄神経節摘出実験(表 5) 
. 
すなわち両群とも輸出線維が輸入線維よりいくらか少 本実験により変性する線維は脊髄神経節に由来するも
19 イヌ星状神経節に出入する有髄神経線維 
のと認め，後根線維と祢する。 
a) 星状節への輸入線維 
G1-T3の脊髄神経節を摘出することにより，その高さ
の交通枝に発生する変性線維(第 l群 514"，第 2群 1059)
と， T4-T13 の脊髄神経節摘出により星状節直下の節閉
校 (T3)に生ずる変性線維 (1020，. 1016)は共に星状節
に進入する後根系輸入線維で、ある。これらの輸入線維の
主力は T1-T に由来している。8
b) 星状節からの輸出線維 
C令ーT3 の脊髄神経節摘出により星状節直下の交感神
経幹に生ずる変性線維は 96'"'-'59で，主に T2とT3に由
来している(表 5の②上半)。 
C-T13 脊髄神経節を摘出すると鎖骨下ワナに合計4
の③)。5の変性が発現する(表1569"，1538
また脊髄神経節を切除すると頚胸部の内臓や血管など
に分布する神経枝に表 5の④に示すような変性がおこ
，0"，29，大動脈枝に48，，-，43る。すなわち下心臓神経に 
鎖骨下動脈枝に 18.， 14の変性線維を証明した。これら
の大部分は T1-Tsに由来している。なお特記すべきこ
とは C8-T3 の脊髄神経節摘出により星状節あるいはそ
の上方に続く椎骨神経から分かれて頚長筋に分布する神
経に，合計 19.-...1の変性線維が発現したことである。
以上述べた輸入線維の総量と輸出線維のそれを対比さ
せるとつぎのごとくである。
!輸入線維 輸出線維 
実験第 l群 1534 一一令 1743 
実験第 2群 2075 一一→ 1701 
11. 星状節輸入・輸出線維の太さと量の増減
すでに述べた星状節への輸入線維あるいは輸出線維が
どのような太さの線維であるかをみるために，有髄線維
を表 lの分類法に従い小径・中径・大径の 3種に区分
し，それぞれの量を調べた。その成績は表 6に示す通り
であるo 
a) 前根線維
，._37.3%が小径で，%"'59.8%1.16星状節輸入線維の 
39.4%が中径，残り 1.6%.-.....0.8%が大径線維である。従
って小径・中径という細い線維が前根系輸入線維の主成
分をなしている。一方輸出線維では小径 45.2%"-'48.3%，
中径 54.6%'"'-'51.5%で，大径はわずか 0.2%にすぎない。
従って輸出線維は輸入線維と比して，小径と大径が少な
く，中径がいくらか多い。
つぎ、に星状節の輸入線維と輸出線維を総量で比較する
と，既に述べたごとく両者の間に大差は認めない。とこ
ろが総量としてではなく， T3と T.1の聞を境として， 
T3 より上位の前恨に由来する線維(上位線維群) と， 
T.以下に由来する線維(下位線維群) の2群に分け，1
それぞれについて輸入量と輸出量を比較すると，両者の
聞に歴然たる違いを見い出す。たとえば実験第 l群では
上位線維群の輸入量は 1064で，輸出量は 2037に噌加し
ている (増加率 191%)。これに反し， 下位線維群の輸
入量は 1880で， 輸出量は 681に減少している (減少率 
36%)。また実験第 2群で・は上位線維群は星状節を出る
時 218%に増加するが，下位線維群は逆に30%に減少す
る。 
b) 後根線維

星状節輸入線維では小径 43.8%'"'-'49.5%，中径 51.3%

これに対し輸出線である。5.3%，.4.9%，大径45.2%"，
維では小径 40.7%，.42.5%，中径 58.1%，，-， 57.3%，大径
はわずか 1.2%，._0.2%に過ぎない。従って後根線維も細
い線維が主力を占めている点では前根線維と変わりない
が，大径線維が前者より多いことが特徴的である。また
輸入線維に比べ輸出線維では，大径という太い線維の減
量がめだっている。後根線維も星状節での輸入量と輸出
量を総量で比較すると，両者の聞に著明な差は認めない
が，上位線維群と下位線維群とに分けて比較すると，両
者の聞に確然たる相違があらわれる。すなわち上位線維
群では輸出量は輸入量の 248%，. 127%であるが，下位
線維群では 46%'"'-'35%に減量している。 
IV. 交感神経幹の上行線維と下行線維
胸神経の前根あるいは脊髄神経節を切除して交通校に
起こる変性を調べるばかりでなく，交感神経幹(節間枝)
を上下に追及して変性の拡がりを観察した。その成績は
表 7と8に示す通りである。 
a) 前根切除実験(表 7) 
T1-T3 の前根切除により， それぞれの交通枝に生ず
る変性線維の和は 1252である。すなわち T 1-T3 の前根
からこれだけの線維が星状節に入る。 このうち 2401が
鎖骨下ワナを上行し， 1412が上頚節直下にまで達する。
また下行するものを計算すると星状節直下の T3節間枝
に降りるものが 287で， その一部は遠く T6節間枝にま
で及んでいた。 
T4-T6の前根を個々に切除した場合も，それぞれの高
さの交通枝に多量の変性線維を生ずるばかりでなく，そ
の交通校が連結する交感神経節の上および下に続く節間
枝にも多量の変性がおこる。
この際特に注意すべきことは，ある高さの交感神経節
から輸出される線維量(上行線維と下行線維の和)は交
通枝を通ってその神経節に入る輸入量より常に多いこと
1'-:) 
o 
Table 6. M yelinated ne1' ve白 be1' sinfl. owing to 0 1'outfl. owing f1' om the Ggl. stellatum 
Experiment Origin 
Infl. owing fibe1' s 
Sm Md Lg Total 
Outflowing fibe1' s 
Sm お 1d Lg Total 
Outflowing fibe1' s 
-Inflowing fibe1' s 
Sm Md Lg Total 
Outflowing fibe1' s 
Inflowing fibe1' s 
x100(%) 
G 1'oup 
l 
UptIpOeE raber 
po1' tion (Cs-T 3) 
Lowe1' fibe1' 
po1' tion (T 4-T 10) 
Total 
611 
1，186 
1，797 
407 
692 
1，099 
46 
2 
48 
1，064 
1，880 
2，944 
968 1，064 
261 420 
1，229 1，484 
5 2，037 
。 681 
5 2，718 
357 
-925 
-568 
657 
-272 
385 
-41 973 
-2 しー 199 
-43 -226 
191 
36 
92 
Vent1' al 
root 
五 bers 
Group 
2 
(%) 
UptIpOen r aber 
po1' tion (T 1-T 3) 
Lower fibe1' 
portion (T4-T1) 
Total 
(%) 
(61.1) 
844 
1，653 
2，497 
(59.8) 
(37.3) 
387 
1，258 
1，645 
(39.4) 
(1. 6) 
21 
13 
34 
(0.8) 
(100) 
1，252 
2，924 
4，176 
(100) 
(45.2) (54.6) 
1，296 1，427 
439 424 
1，735 1，851 
(48.3) (51. 5) 
(0.2) (100) 
8 2，731 
。 863 
8 3，594 
(0.2) (100) 
452 1，040 
-1，214 -834 
-762 206 
-13 1，479 
-13 -2，061 
-26 -582 
218 
30 
86 
E仕
ト H
品ー之、 
-i l 
G 1'oup 
Uptlpoen raber 
po1' tion (C7 -T s) 
Lower fiber 
portion (T4-T1) 
Total 
182 
490 
672 
265 
522 
787 
67 
8 
75 
514 
1，020 
1，534 
487 767 
222 245 
709 1，012 
19 
3 
22 
1，273 
470 
1，743 
305 
-268 
37 
502 
-277 
225 
-48 
-5 
-53 
759 
-550 
209 
248 
46 
114 
〉}十
Dorsal 
root 
自 bers 
Group 
2 
(%) 
UptIpoen raber 
po1' tion (T 1-T s)
Lower fiber 
portion (Tc T 11) 
Total 
(43.8) 
436 
592 
1，028 
(51. 3) 
529 
409 
938 
(4.9) 
94 
15 
109 
(100) 
1，059 
1，016 
2，075 
(40.7) 
541 
182 
723 
(58.1) 
796 
178 
974 
( 1.2) (100) 
4 1，341 
。 360 
4 1，701 
105 
-410 
-305 
267 
-231 
36 
-90 
--15 
-105 
282 
-656 
-374 
127 
35 
82 
(%) ( 49.5) (45.2) (5.3) (100) (42.5) (57.3) (0.2) (1 00) 
イヌ皐状神経節に出入する有髄神経線維 2t 
Table 7. Degeneration of myelinated nerve fibers in the Truncus sympathicus and 
the Ramus communicans after resection of the ventral root.(No. 19-29) 
Observed parts 
T 1 T 2 T 3 T~ 
Resected ventral root 
T s T 6 T 7 T u T 9 T 10 T 11 Total 
Just below the Ggl.cervicale 342 837 233 124 64 90 15 1705 supenus 
Just above the GgI.cervicale 。446 696 416 279 81 152 13medium 
613 993 795 497 83 2tO 50 6 。。。3247 
2083 
Allsa subclavia 
(Rr.communicantes T1-T3) (177) (569) (506) 
R. interganglionaris (T3) 。7 280 979 294 571 301 469 179 90 41 3211 
(495)(R. communicans 1¥) 
1 51 537 424 923 462 529 211 112 39 3299R. interganglionaris (T~) 
977 577 555 288 127 44 3334 
(R. communicans T 5) (605) 
R. interganglionaris (T 5) 。23 347 456 
(R. corn-rnunicans T6) (971) 
R. interganglionaris (T 17 255 479 790 691 626 310 147 47 3362 6)
Increase ratio of outHowcaitneg d ab. 
ers at ganglion is indicated by 
011tHowing abers 
1.GTg4i.GTgs l.GTg6 Ggl.stellatum 
346 176 212 306 145 182×100(%)
Inflowing finers 
Inflowing fibers to the ganglion are shown in ( 
Table 8. Degeneration of myelinated nerve fibers in the Truncus syrnpathicus and 
the Ramus communicans after resection of the spinal ganglion. (No. 50-60) 
Rescted spinal ganglion 
Observed parts 
T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T u Tg T10 T11 Total 
Just below the Ggl.cervicale 210 232 224 75 39 41 821 supenus 
Just above the Ggl.cervicale 。。 19'1 148 187 110 69 30medium 
176 416 622 149 166 33 6 。。。1569 
738 
Ansa subclavia 
(Rr. communicantes T1-T3) (144) (327) (588) 
R. interganglionaris (T3) 。3 56 189 545 166 37 71 2 。6 1075 
(R. communicans T~) (357) 
R. interganglionaris (T.1) 。12 187 808 255 40 95 5 。6 1408 
(R. communicans T5) (721) 
R. interganglionaris (T 5) 15 165 617 247 54 99 8 4 9 1218 
82 25 4 
(R. communicans T6) (420) 
R. interganglionaris (T 6) 。100 455 309 133 14 1132 
Increase ratio of ou，t日owingdab. 1.GTg4l.GTgs1.GTg6Ggl.stellatumers at ganglion is indicated by 
OutHowingabers ×100(%) 122 128 115 105 198 132
Inflowing fibers 
Inflowing fibers to the ganglion are shown in ( 
二上L22 1=1 
である。たとえば T 前恨切除によりその交通校に 5063
の変性が生ずる。つまりこれだけの前根線維が星状節に
入るのに，該節を出ていく線維，すなわち鎖骨下ワナを
上行する線維 (795)と T3節間枝を下行する線維 (280)
の和は 1075となり， 輸入量の 212%に増加している。 
T4前根線維についても同様に計算すると， 輸入 495に
対して輸出 1516となり， 増加率は実に 306%にも及ん
でし、る。 
b) 脊髄神経節摘出実験(表 8) 
T1-Tの脊髄神経節摘出により，それぞれの交通校に3
発生する変性量の合計は 1059(輸入線維)であるが，鎖
骨下ワナに発現する変性量は合計 1214(上行性輸出線
維)，星状節直下の T3節間枝におけるそれは合計 59(下
行性輸出線維)である。そして上行線維は上頚節，下行
線維は T6節開校にまで達している。この輸入量と輸出
量(上行線維と下行線維の不1:1)を比べると，後者は前者
の 120%に相当する。同様にT.1脊髄神経節摘出例につ
いて計算すると，増加率は 105%である。
なお表?と 8より明らかなように星状節より上部の頚
部交感神経幹は上行線維のみで構成されているが，星状
節より下部の交感神経幹(節間枝)は上行線維と下行線
維の混合である。 
V. 星状節摘出実験(表 9の A)
鎖骨下ワナに含まれる多量の有髄線維がすべて胸神経
1
 行夫
の前線と後般に由来し，星状節を通過して鎖骨下ワナに
入るもので、あれば，星状節別仕iにより，それらの線維は
すべて変性するはずである。これを確認するために本実
験を行なったが，その結果 93.9%，-，96.3%の線維は変性
するが残り 6.1%，-，3.7%は非変性のまま残存した。なお
その際大径と中径線維のほとんどが変性したが，小径線
維には変性しないものもかなりあった。 
VI. T3節間枝と T1-T3交通枝の同時切除実験

(表 9の B)

星状節に進入すると思われる線維を全部切断すること
をねらって本実験を行なった。結果は鎖骨下ワナ有髄線
維の 89.3%は変性したが， 10.7%は非変性のまま残存し
た。従って変性しない線維の割合は星状節摘出例よりも
多い。この実験でも大径線維はすべて変性した。 
VII. T3節間枝， T1一T3交通枝，迷走交感神経幹の同
時切除実験(表 9の C)
前項の手術のほか迷走交感神経幹も中頚節の上側 5 
cmの所で切除した。迷走神経などに由来じて， 頚部交
感神経幹を降りる下行線維があるとすれば，それも同時
に遮断するためである。その結果鎖骨下ワナ有髄線維の 
88.4%は変性したが， 11.6%は非変性で残存した。ただ、
し大径線維は完全に変性した。 
Table 9. Degeneration and non-degeneration of myelinated nerve fibers in 
the Ansa subclavia after resection of various parts of nerve. 
A) Ggl.stellatum 
(No. 61) (No. 62) 
Resected nerve 
B)RI--commun.l(lTa(jtl-uuTsmt3)and Tr. svmoath. 
below the yGm um)gpl.a ste 
(No. 63) 
CT)Ir .R1r..C∞Ommun.s(t TbeTlod
ympath-(ju 
「 w 
.sG 
the Ggl.stellatum) and 
Vagosym p(N athicus 
o. 64) 
Sm 203 140 433 346 
Non-dEebgerns er.Md 
ated fibers Lg 
72。 36。 68。 115。 
Tot 275 (6.1%) 176 (3.7%) 501 (10.7%) 461 (11.6%) 
Sm 1812 2250 1796 1404 
Degenerated Md 2412 2363 2382 2092 
fibers Lg 12 6 24 2 
Tot 4236 (93.9%) 4619 (96.3%) 4202 (89.3%) 3498 (88.4%) 
Sm 2015 2390 2229 1750 
Md 2484 2399 2450 2207 
TOTAL 
Lg 12 6 24 2 
Tot 4511 (100%) 4795 (100%) 4703 (100%) 3959 (100%) 
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VIII. 有髄神経線維の分岐
すでに述べたように昼状館jそのほかの交感神経節へ進
入する輸入線維は，該神経節を出るfl寺著明に増加する傾
向がある。このことから判断すると i本の線維は神経節
あるいはその近くで 2本ないし数本に分岐すると考えざ
るを得ない。それで線維が実際に分岐するかどうかを実
証するため，交感神経系の各部から得た扇形細裂標本を
鏡検した。その結果 T，白交通枝で直径 12μの大径線維
が， Ranvier絞輸の所で約 10本の直径 2μ"，， 3μ の小径
)。3(I~I線維に分岐している例に遭遇した
総括と考察
星状節への輸入線維は経路により 3種類に分けられ
る。すなわち， ①:C6・C7 (時に Cs) に由来して椎骨
神経を通り星状節に進入するもの，②: T，(時に Cs)-
T3に由来して交通枝を経由して星状節に入るもの，③: 
T4-T12に由来して交通枝を経て交感神経幹に入り， そ
れを上行して星状節に入るもの， である。これら星状
節への輸入線維総量は 4478"，， 6251であるが， そのうち 
2944"，， 4176 (66%"， 67%) は前根由来の交感神経線維
で，残り 1534~2075 (34%"，33%)が脊髄神経節由来の
知覚神経線維である。従って輸入線維の約 2んが交感性
で，約 lんが知覚性ということになる。
つぎに星状節の輸出線維の総量は 4461"，， 5295で， そ
のうち 2718"，3594(61%"，68%) は前根系の交感線維
で，残り 1743~1701 (39%~32%) は後根系の知覚線
維である。従って前根線維と後根線維の量比は輸入線維
における場合と大差なく，ここでも比較的安定した割合
を示している。
このように星状節の輸入線維・輸出線維とも量におい
てはかなりの変動を示すが，交感性線維と知覚性線維の
割合が安定していることは重要な所見である。神経の中
にどれだけの線維が含まれているかということより，ど
んな種類の線維がいかなる割合に含まれているかという
ことの方が興味があり，また意義がある。
三瓶13)の研究によると上頚節の輸入線維では前根線維
(交感性)と後根線維(知覚性)の割合は 57.3%:42.7% 
であるという。また福山14)は C3-S3 の全交通枝に含ま
れる有髄線維では 40%が後根系知覚性で， 6096が前根
系交感性であると記載しているが，自・灰白交通枝を一
括しているので，その中には輸入線維も輸出線維も含ま
れているはずである。ともあれ著者が調べた星状節の輸
入・輸出線維で・は，ほかの神経と比べ，知覚線維がいく
らか少なく，交感性線維が多い傾向があるが，大差では
ない。
上述した輸入・輸出線維の過半数を占めている前根系
有髄線維が交感性節前線維であることについては異論の
余地はない。一般に胸部内臓を支配する交感性節前線維
は胸髄上部から起こり，前根・交通枝を経て交感神経幹
に入り，そこを上行して星状節，あるいは中頚節に進入
して終り，そこからつぎの節後無髄線維が起こり内臓に
向かうというのが常識である。ところが著者の実験によ
ると，胸髄に発した交感性節前線維の一部は交感神経幹
でノイロンを交替することなく，星状節を貫通して心臓
や大血管などにまでのびている。著者はこのような内臓
直達性交感性有髄性節前線維と称すべきものを，下心臓
神経に 12"，， 34，大動脈枝に 3"， 1，鎖骨下動脈枝に 5"， 
15証明した。伊藤自)もイヌの実験で心臓に直達するこの
種の線維を中・下心臓神経に 50を証明し， 天海10)は胸
大動脈の全長にわたって分布する胸大動脈神経に，それ
を79証明した。従って胸腔内諸器官には一般に言われ
ている交感性無髄性節後線維のほかに，交感性有髄性節
前線維が分布していることは著者の実験により確実なも
のとなった。 Nonidez'5)は心臓神経に含まれる交感神
経はすべて無髄性だから，もしその中に有髄線維があれ
ばそれは知覚性であると考えたが，これは内臓に直達す
る交感性有髄性節前線維の存在を無視した誤った思考法
である。
つぎに星状節の輸入・輸出線維の約 Iんを占めている
後根系線維は脊髄神経節に母体を有する知覚性神経線維
と考えられるが，なかに遠心性副交感神経線維も含まれ
るのではないかという疑問がある。この問題は解剖学的
にも，また生理学的にも検討を要する重要な課題であ
る。 
Bayliss'へSteinachl7)および Fo1kowllりらは生理学
的実験にもとづいて脊髄副交感神経の存在を主張し，ま
た呉・沖中 19)，Elze20)，Foerster・21)および Kahrand 
Sheehan22) らは後根を切断すると， その中枢側に多数
の非変性線維が証明されるという所見を根拠に，その存
在説に加担した。ところが Barronand Matthews23)， 
平良川， Dale25) および Sherrington26) らは存在肯定
派が後根の切断中枢側に残存するという有髄線維は，切
断により一度変性したものの再生にほかならずとして，
後根における副交感神経の存在を否定した。
このように脊髄副交感神経については甲論乙駁の状態
にあったが， 1964年仲西27)は変性しつつある有髄線維
を実像としてとらえることのできる福山の扇形細裂標本
法によりそれを追及した。その結果後恨を切断してその
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中偲側を検すると，術後 7日目にはほとんどの線維が変
性しているが， 30日を越えると，日とともに正常有髄線
維が発現増量する。 ところが 60日目に再び同じ部位を
切断すると，その 7日後には中枢側にある有髄線維はほ
とんど変性消失するという所見を得た。これは従来の脊
髄副交感性と言われた神経線維が，再生線維であること
を決定的にしたものである。従って Bell-Magendieの
法則は今も正しく，脊髄後根由来の線維は求心性である
と考えてよい。故に著者が証明した星状節輸入・輸出線
維の約 lんを占める後根由来の有髄線維はすべて求心性
の知覚線維である。
つぎに輸入線維を前根系と後根系にわけで，それぞれ
の線維形態(太さ)を比較すると，両者ともに小径・中
径という細い線維が主成分をなす点には変わりないが，
大径線維は後根系には 4.9%"， 5.3%含まれ，前線系にお
ける 1.6%"， 0.8%よりは多い。 
Gaske1は自律神経の太さは1.8μ"，3.6μ で， まれに 
4μ に達するものがあると述べているが， これについ
ては呉-沖中19)そのほかほとんどの自律神経研究家の意
見は一致し，著者の所見も概ねこれを支持している。た
だし著者の実験によると前根系交感線維のなかには直径 
5μ を越える太い線維もわずかながら含まれている事実
を見逃がすわけにはいかない。 
Ranson and Billingsley28)および Langley ら多く
の研究者は，頚部交感神経幹には太い線維がないとの理
由で，そこにおける知覚線維の存在を否定しているが，
この考え方は明らかに間違っている。上述した著者の実
験成績が示すように，小径・中径という細い線維は前根
系交感線維ばかりでなく，後根系知覚線維にもほぼ等量
に含まれているので，細い線維すなわち交感性とは言え
ない。
呉・沖中も小径線維 (3μ 以下)が勝目it，大腸などの
臓器感覚に関係があると述べているし，三瓶13)も頚部交
感神経幹に含まれる後根系知覚線維のうち 57.2%は中
径， 42.7%は小径であると報告している。また福山1')は
実験の結果交通枝の後根線維は 85.2%が細い線維だが， 
4f-l'"10f.Iという太い線維もわずかながら含まれている
という結論に達した。
以上述べたことから有髄線維の太さだけで交感性と知
覚性を識別することは全く不可能である。
星状節への輸入線維と輸出線維の総量を比較すると，
前に述べたように両者の聞に大差はない。だから一見す
ると星状節に進入した線維の多くは，そのまま神経節を
貫通して，輸出線維となってそこを出るように考えられ
る。しかしこれは早計で，いま神経線維を起源する高さ
によって上位と下位の 2線維群にわけ，それぞれの輸入
量と輸出量を比較すると，両者の聞に歴然たる増減関係
の違いが認められる。すなわちG.1-T3 の前根あるいは
後根に由来する上位線維群は星状節を通過する際に著明
に増量するが，T'以下に由来する下位線維群は星状節I
で明らかに減量する。 いま表 4と5から前根系，後根系
の上位および下位線維群の輸入，輸出線維の増減を計算
すると，表 6の成績が得られる。前根系の上位線維群は
星状節を出る時 191%"，， 218%に増量するが， 下位線維
群は 36%"，， 30%に減量する。一方後根系の上位線維群
は248%---127%に増量するが， 下位線維群は逆に 46% 
---35%に減量する。増減の割合については前根系と後根
系の聞に大差はなく，両系とも上位線維群は星状節で著
明に増量し，下位線維群は逆に激減する。
さて上位起源の前根あるいは後根線維が星状節で増量
する原因については，神経線維の分岐以外は考えられな
い。神経線維は長短いろいろな経過をたどり，最後に多
数の終末枝に分岐することについては異論はない。しか
し細胞体から起こり，終末枝に至るまでの間，つまり経
過の途中で分岐するか否か，また分岐により生じた娘線
維が細くなるかどうかはなお検討を要する問題である。 
Eccles and Sherrington29】， Kashiwamura3へ 
Haeg-，)Wohlfart32>， Bjoerkman and Woh1fart31
gqvist3)らは有髄線維は末梢に向かう経過の途中で分 
l岐増量し，分岐により生じた娘線維は母線維より細いと
の見解をとった。これに反し橋本町，本田35)，伊藤36)ら
は分岐するが娘線維は細くならないと主張している。ま
た新保37)は有髄線維の分岐による細線維化は否定できな
いが，あまり顕著ではないとの中間説をとっている。 
Mayer38)は最近ラット大腿四頭筋を支配する運動神経
で，有髄線維の分岐を電顕的に証明している。ともあれ
有髄線維が終末に達するまでの途中で分岐することにつ
いてはすべての研究家の意見は一致しているが，分岐に
より線維の組i化がおこるか否かについての意見は対立し
たままである。ところが最近 Nakanishiet aP9)は扇
形細裂標本法により，ラットの筋神経で 200以上の有髄
線維の分蚊状態を詳細に調べた。その結果娘線維の太
さ，分岐数はいろいろあるが，統計的にみると母線維は
分岐により約 74%に細くなるという成績をえた。
さて著者は有髄線維分肢の実態を把握するため交感神
経系の各部で分|肢を探したところ，たまたま T1白交通
枝で大径線維が Ranvier絞輪で約 10本の小径線維に
分岐する例を確認した。交通枝にこのような分i肢がある
以上，それと連結する交感神経幹の神経節の中でも分岐
することは十分ありうる。勺ぎに太い線維が分岐して多
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数の細い線維になることは，表 6から容易に推定でき
る。たとえば C 7-T3起源の後恨系輸入線維には合計 67
，_94の大径線維が含まれるが， 輸出線維にはそれが 19
，_4しかなく，その間 48"，-， 90の減量が認められ，その代
り組lい線維が著しく増加している。この関係は前線線維
についても同様である。
しかし分岐による線維の増量は，太い線維のみならず
細い線維にも認められる。たとえば表 6で前根系の輸入
線維と輸出線維を比べると， 第 i群の C8-T3起源の大
径線維は星状節に 46入り. 5出るから，差引き 41の減
量である。これは大径線維が分岐して細い線維になった
ためであろう。 ところが小径， 中径線維についてみる
と，星状節に入るものは 1018だが，出るものは 2032あ
り. 1014も増量している。この増量がわずか 41の大径 
皮によるとは忠われず，小径，中径線維も1線維だけの分
分岐して同径の線維が増したと考えざるをえない。これ
と同じ関係が後根線維についても見られる。
上述のごとく星状節内では多数の有髄線維の分岐によ
る増量と細線維化が理論的に推定される。ところが神経
節は扇形細裂標本を作ることができず，また鍍銀法で染
色しでも神経節内では神経線維が錯走し，からみあって
いるため，線維の分肢を形態的に明確にとらえることが
できないのは残念である。
有髄線維の分l肢およびそれによる太さの変化に関する
従来の研究はほとんどが脳脊髄神経に関するものであっ
たが，著者の観察は自律神経線維およびそれに混在する
求心性線維について行なったものであることに注目して
ほしい。
つぎに T4-T11由来の前根線維は星状節を通過する際
に大幅に減量する。すでに述べたごとく胸部内臓を支配
する交感神経性の節前線維の多くは星状節で終り，そこ
で無髄性の節後線維になるので，この減量はむしろ当然
である。
一方丸一T11起源の後根系求心性線維も星状節で著明
に減量する。表 6に示すごとく輸入線維 1020，_ 1016に
対し， 輸出線維は 470"，  360に過ぎない。 この減量の原
因について考えてみよう。いかに丹念に神経を採取しで
も，内臓枝全部をもれなく採取することは不可能であ
る。従って線維の一部が肉眼で見えない細い枝に混じて
散逸することもありうる。しかしその量はごくわずか
で，上述した著しい線維の減量の謎を解くにはたりな
い。ここで減量の原因としてつぎの 2つの想定が可能で
ある。
イヌの上頚節直下の頚部交感神経幹には胸神経後根由来
の求心性縁維が 2776もあるのに， 上顎節の枝である内
・外頚動脈神経，頚静脈神経そのほか近くの脳脊髄神経
との吻合枝へ流出する線維はわずか 50に過ぎず， 大部
分の後恨系線維の行く方は分からないという。これは知
覚線維が交感神経節で無髄化する可能性を支持する所見
である。 
Windle"IO) は三叉神経角膜枝を検し，痛覚を支配する
ものは小径有髄線維と無髄性線維であると結論した。ま
た Ruch and Fulton41)ら生理学者の多くは，痛覚を
伝える C線維は無髄性であるという。以上述べたことか
ら，著者の実験で後根系知覚線維が星状節で激減するの
は，多くの線維がここで無髄化するためで、あると主張し 
fこい。
つぎに考えられるのは後棋系知覚線維の一部が星状節
にある交感神経細胞とシナプスを作って終る可能性であ
る。いま T4-T11聞の後根に発する求心性線維が交通校
を通って交感神経幹の神経節に入り，そこで前述のごと 
皮により生じた娘線維の一部は交1く分岐増量するが，分
感神経幹を上行して星状節に入り，そこにある交感神経
細胞(節後ノイロン)とシナプスを作って終るという推
定である。もしこのような事実があれば，中枢神経を介
せずに求心性線維と遠心性線維の聞に反射弓が成立し，
いわゆる一種の偽反射・または軸索反射がで・きるわけであ
る。
つぎに星状節またはその上方に続く椎骨神経からわか
れて頚長筋に分布する筋枝については，それが運動性な
のか知覚性かについては確実な実験報告はみあたらな
い。 Langleyおよび Wrete川らはネコとヒ卜で  C7か
ら出る神経が椎骨神経を経由して頚長筋に分布するのを
認め，また Juba43)および'vVrete42)らも下顎節から起
こる筋枝が頚長筋に分布しているのを見た。 Fukuyama 
and YabukF) はイヌで C7交通枝からわかれて頚長筋
に分布する筋枝を認め，その中に含まれる太い線維は矢i]
覚性であろうと推定した。著者は推定ではなく交通枝の
集合体である椎骨神経，または星状節から出て頚長筋に
分布する神経に， C8-T3 の後根由来の求心性線維が 1 
"-'19あるのを変性実験で確証したので・ある。
著者の研究によると鎖骨下ワナには 3959，-， 4795の有
髄線維が含まれている。これらの線維はほとんどが上行
性であることを変性実験により証明した。 Ransonand 
Billingsley28)はネコで下頚部交感神経幹を切断すると，
上頚部の有髄線維は全部変性するので， これらはすべ
まず考えられるのは知覚線維の一部が星状節で髄鞘を て上行性であるとし. LangleyH，45 
失い，無髄化することである O 福111)の研究によると， OrbeliH日 Blier柑〉および Cleveland'19) らもこれと同
16).，・ Langley and 
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意見である。
鎖骨下ワナの有髄線維がすべて星状節からの上行線維
であるなら，星状節に進入する前根系と後根系輸入線維
のJレートを全部切断すれば，それらは完全に変性するは
ずである。ところが T1-T3 交通枝と星状節直下の交感
神経幹を同時に切除しでも 501 (10.7%)は変性せず，
またそれに加えて迷走交感神経幹を中頚節の 5cm上位
で切断しても 46i (11.6%) の有髄線維が非変性のまま
残存した。この種有髄線維はどうしても星状節で新生す
るものと考えざるをえない。しかも星状節を摘出しでも
なお 275(6.1%)，，-， 176 (3.7%)の有髄線維は変性しない
ことから考えると，星状節の上側に続く鎖骨下ワナ自身
の中でもかなりの量の有髄線維が新生するようである。
しかも常識的に星状節や鎖骨下ワナに知覚神経細胞が存
在するとは考えられないので，これらの部位から新生す
るものは交感性節後有髄線維にほかならない。 
Kiss and Mihalik50)も主張しているように交感神経
節後線維が無髄性であることは Gaskel以来神経学にお
ける一般常識である。ところが Kuntz，Hoffman and 
Jacob51)は交通枝に，三瓶13)は内頚動脈神経に， また
佐藤5勺ま長毛様体神経の中に交感性節後有髄線維の存在
を主張しており， Ranson and Billingsley2S)，Nevin53l， 
Kuntz and and Farnsworth54) および Fukuyama 
and YabukP)らも概ね同意見である。しかも今回著者
は星状節および鎖骨下ワナでそれを確認した。
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stellate ganglion，denervation experiments were 
performed on the nerves which communicate this 
gang1ion. 011 the 7 th days after denervation， 
communicating nerves were excised and myeli-
nated nerve fibers were examined according to 
the fan・wisesplit preparatio11 method of Fukuy-
ama. This report is based on examination of 
64 adult dogs. 
1. N umber of in日owingmyelinated nerveι 
bers to the stellate ganglion was 4478-6251，66-67 
% of which were the ventral root (sympathetic) 
fibers and 34-33% the dorsal root (afferent) ones. 
2. Number of outflowing myelinated nerve 
fibers from the stellate ganglion was 4461-5295， 
引-68%of which were the ventral root (sympa-
thetic) fibers and 39-32% the dorsal root (affer-
ent) ones. 
3. 1t could be seen that there were a few sym-
pathetic-preganglionic nerve fibe1's which passed 
through the stellate ganglion and distributed to 
the heart，the aorta and the subclavian a1'tery. 
4. Ratio of ne1've fibers of inflowing to the 
stellate ganglion to those of outflowing from it 
was examined. Fibers f1'om the ventral 1'oots of 
CC T3 increased to 191-218% at the ganglion， 
以上述べたことから，昔から言われている交感性節後 eased to 36-30%. 1'dec 1 w hile those from T ~-T
線維はすべて無髄性であるという考えは改めるべきであ
る。なお Heinbeckerand Bishop55)は交感性節後線
維の約 Iんが有髄性であると報告している。著者の場合
表9-B，Cの成績から判断して，鎖骨下ワナに含まれる
有髄線維の 10.7%-.， 11.6%が交感性節後有髄線維である
と推定する。また星状節に入る前根系交感性節前線維が 
2944-.，4176であるから，これに対する節後有髄線維の割
合は概ね 13%にあたる。
摘を終わるに|臨み，終始 Ci替、篤な C指導と C校聞
を賜わった福山右門教股l乙深く謝意を表わすととも
に，第一解剖学教室員各位の C協力に感謝いたしま
す。
本論文は学位審査論文である。 
SUMMARY 
1n order to determine courses of myelinated 
nerve fibers inflowing to and outflowing from the 
Similarly，日bersfrom the dorsal roots of CcT 3 
1 while those from T 4-T，increased to 248-127%
dec1'eased to 46-359，6. 
5. 1nc1'ease in numbe1' of the ventral and dor-
sal root fibers at the stellate ganglion is appar-
ently caused by branching in the ganglion of 
inflowing fibe1's. 
6. Reduction in number of the dorsal 1'oot fi-
at the stellate gan-1 -Tbers originated from T.1 
glion appea1's to indicate loss of myelination 
andjor te1'mination of fibers in or near this gan-
glion. 
7. 1t was seen that a few do1'sal root fibers 
(originated f1'om C S-T3) passed through the stel-
late ganglion，and distributed to the Longus 
colli. 
8. The existence of myelinated sympathetic-
postganglionic nerve fibers was proved. About 
13% of sympathetic-preganglionic nerve fibers to 
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the stellate ganglion correspond to such fibers. 日bersand the epitheloid bodies (supracardial 
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図の説明 
Fig‘ 2. Normal myelinated nerve fibers in the Ramus communicans (Tl ，Small-). medium-，and 
large-sized fibers are shown. x800. 

Fig. 3. A large-sized fiber is seen to branch into about 10 small-sized fibers in the Ramus com・ 
municans (Tふ X800. 
Fig. 4. Degenerated large-sized fibers in a branch to the Longus colli after resection of the 

spinal ganglion (T 2)' X 600. 

Fig. 5. Myelinated nerve fibers in the Ansa subclavia after resection of the Rami communi-
cantes (Tl-Tふ andthe Truncus sympathicus (just below the stellate ganglion). Most 

fibers degenerate，but a few small-sized fibers remain intact. x600. 
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